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概要

授業の際にレポートの提出を課すことは、学生の知識の定着度を把握するという意味と、学生の
自律的な学習を促すという意味において非常に有用であると言える。しかしながら、例えば大人
数のクラスにおいてレポートの集計は大変な作業となり、教官側にとっては大きな負担となって
いる。一方、近年のインターネットの普及は極めて急速で、いまや学生や教官は学内ではもちろ
ん、自宅にいてさえネットワークに接続することは日常的なこととなりつつある。
レポートの提出に関係する教官側学生側の種々の作業を Web を用いて行うことにより、双方の
(本質的ではない)負担が軽減され、学生はレポートの作成により集中でき、教官はレポートの採
点に忙殺される時間を短縮することが可能であろう。
本稿において我々は、PHPを用いたWEB上でのレポート提出システムの開発について報告する。

1 はじめに

大学の講義において学習効果を上げる為のレ
ポート提出は欠かせないものとなっている。し
かしながら、大人数クラスとなった場合など、
レポートの集計・採点などは、かなり大変な作
業となる。そのために、なるべく簡略化および
自動化された、レポート集計・採点システムの
構築が必要となって来る [1, 2, 3]。

例えば、レポート集計システムに電子メール
を用いた場合を考えてみる。これは、既存のシ
ステムをそのままに利用することができ、新た
なアプリケーションの開発の必要はなく、利用
は容易である。また講義において電子メールの
使い方は比較的初めに講義されるので、講義に
おける早い時期からの利用が可能となる。しか
しながら、このような作業に電子メールを用い
た場合、それを受け取る教官側には大変な負担

が掛かる。

また電子メールを用いた場合、相手に自分
のメールが届いたかどうかの確認が出来ない
ので、学生から見るとメールでレポートを提出
したものの、レポートが本当に教官の所に届い
ているのかどうかという不安が生じる [5]。そ
のため、レポートがきちんと届いているかどう
かという問い合わせがしばしばあり、教官側の
作業を増やしてしまう。

また、大学の端末室からだけではなく自宅か
らのインターネットに接続したPCからでもレ
ポート提出ができ、なるべく場所と時を選ば
ず、期日までにレポート提出ができれば便利で
ある。

そこで我々は、以上のことを考慮にいれ、よ
り効率よく柔軟にレポート集計や採点を行える
ように、WEBベースでのレポート提出システ
ムを構築することを考えた [4]。



実装は PHP を主体に行われた。PHP は、
apache サーバーのモジュールとして使用する
ことができるものである。またこれは、HTML
ファイル内に記述することが出来るスクリプ
ト言語であり、比較的記述は容易である。通常
はCGIとして組み込んで使うことができるが、
perlを使ったCGI 等と比べて処理速度の高速
化、サーバー負荷の低減が可能となっているも
のである。

ま た さ ら に 、PHP は 、PostgreSQL、
MySQL、Oracle、Sybase といった各種デー
タベースとの連携に優れている。これは大量
の登録学生のデータを柔軟に扱うことに適し
ており、今回私達は、無料で完全なソースの
利用が可能な PostgreSQLを、システムの重
要なコンポーネントとして用いている。

以下で、PHPとPostgreSQLを用いたレポー
ト提出システムの構築とその実際の動作の様子
について報告する。

2 システムの概略

我々が開発したレポート提出システムの概略
を図 1に示す。PHPで記述されたレポート提
出システムと、学生・教官、およびデータベー
スとの関係が示されている。

まず初めに、学生の立場から見てみると、レ
ポート提出システムを介して、自分に関係する
レポートを確認でき、レポートの提出および再
提出を〆切前ならばいつでも行うことが可能
となっている。また、レポート提出を行うとシ
ステムからレポートを受領した旨のメールが届
く。提出状況のリストはレポートの提出を受け
て即座に更新され、学生は自分がどのレポート
に提出しているか (していないか)をWebペー
ジから確認することが出来る。さらに、付加情
報として、教官側からのコメントや、公開され
ている他の学生のレポートの閲覧も可能になっ
ている。

次に教官側から見てみる。学生からのレポー
トはシステムに蓄積され、教官はシステムを通
して、提出状況の確認や採点リストを取得する
ことができ、レポートの採点やコメント等の付
加情報を付け加えることができる。また、それ
らの情報は受講している他の学生に対して、公
開 (非公開)を教官がコントロールできる。
また、本システムではメールによるレポー

ト提出にも対応している。この場合、教官がレ
ポートを設定する際、仮想的なレポート受け取
り用のメールアドレスが発行され、学生はその
アドレス宛にレポートを提出する。提出された
レポートは perl スクリプトにより、〆切など
の検査を経て適切と判断された場合にシステム
に渡される。
これらすべてのデータは、システムを通じ、

データベース (PostgreSQL)に蓄積される。

図 1・システムの概略

3 実際の動作

ここでは、レポートの登録・閲覧および、成
績の閲覧のWEB 上での具体的な表示を見て
みる。画面の左端にはメニューが表示されてい
る。それぞれ、授業の登録、履修者の登録、レ
ポートの登録、レポートの閲覧となっており、
リンクが張られている。
教官側から学生達に要求するレポートの登録

画面は図 2のようになっている。第一番目のセ
クションとして「レポート登録」がある。まず
上から今回のレポートが第何回目かを入力す



る。次に、レポートのタイトルと内容を記述す
る。その際レポートの種類として、テキスト、
画像等のファイル、URL、メールのどれかを
選ぶ。最後に〆切を設定して、レポート登録は
終了となる。
またこれまでの登録されたレポートの一覧

は、次のセクション「登録済みのレポート」に
表示される。また過去の登録されたレポートに
ついての削除・修正もここで行うことができる。

図 2・レポートの登録

教官による提出されたレポートに対する評価・
採点等は、「レポートの閲覧」のセクションで
行われる。図 2 には、ある学生からの提出され
たレポートが表示されている。日付が示されて
おり提出された日時を確認することができる。
さらにこの画面で、レポートについての採点を
行い、このレポートに対するコメントを記述す
ることができる。またその際にこのレポートを
公開するかどうかのチェックを入れることがで
きるようになっている。最後に以上の内容を最
終的に登録する為に、「採点登録」のボタンを
クリックする。

図 3・レポートの閲覧

図 4は成績一覧表の画面である。これによ
り、各学生について、レポートの提出状況およ
びそのレポートが採点済みであるか (採点済で
あれば得点)どうかを確認することができる。
この表は CSV 形式でダウンロードすることも
可能である。

図 4・レポートの成績閲覧

4 まとめ

本稿において我々は、WEBをベースにした
レポート提出システムの構築を試みた。実装に
おいては、データーベースソフトとして、Post-
greSQLを用いた。そして、データーベースと



の親和性にすぐれたPHPを使うことにより登
録学生のファイルをあつかうことができた。

このシステムにより、学生は時間と場所に制
約されること無くレポートの作成および提出が
可能となり、教官はレポートの採点と集計をよ
り少ない労力で行うことが出来るものと期待し
ている。今後は広島大学において、広くこのシ
ステムの利用し、ユーザーの要望などを元に、
さらにより良いシステムを構築して行きたいと
考えている。
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